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今回は、「Tomodachi Club（港北くみんの会）」と「まつり屋 まめばやし」をご紹介します！！ 

「Tomodachi Club（港北くみんの会）」=訪問日=平成 27 年 11 月 7 日

 

 
 

 

 
 
 
 

Tomodachi Club では、ほかにも、外国人 
が病院を探すのに役立つ「英語版の医療機関 
ガイドマップ」作成（外国人と共生まちづく 
りクラブ※H27 年から活動休止中）や、区民まつり 
での「クイズ港北ものしり博士」のブース出 
店、特養ホームでの「車いすクリーニング」 
（高齢者支援まちづくりクラブ）などの活動 
を行い、各グループが毎年実績を積み重ねて 
きました。「5 つの思い」に賛同いただける 
方、一緒に活動しませんか。  

 Tomodachi Club（港北くみんの会） 
◆活動日時：毎月２回（ 第２火曜・第 3 水曜 ）13:30～15:30  その他イベント（随時）

◆活動場所：区民活動支援センター会議室ほか ◆現在の会員数：24 名 ◆会費：1,000 円/年

◆申込・問合せ：港北区区民活動支援センター TEL＆FAX 540-2246

クイズ港北ものしり博士
（港北区をよく知ってもらう
ための小学生向けクイズ） 

車いすクリーニング 
（ホームや地域の方々との交流、高
齢者同士の助け合いを目的として） 

港北区区民活動支援センター グループ活動訪問記 

Tomodachi Club は約 40 年前に「港北まち
づくり区民の会」として誕生し、平成 25 年から
現在のグループ名になりました。その名前は、東
日本大震災の際に、米国によって行われたボラン
ティア活動“トモダチ作戦”の精神に由来してい
ます。

現在 4 つのクラブ（スマート駐輪・スマート走
行クラブ、外国人と共生まちづくりクラブ、港北
ものしり博士クラブ、高齢者支援まちづくりクラ
ブ）に分かれ、24 名のメンバーで活動中です。 
1.港北区をより住みよい町にしたい、2.自分の生
きがいを見つけたい、3.自己成長の糧としたい、
4.楽しく働き、良い友人を作りたい、5.自分たち
の意見を行政に反映させたいという「5 つの思い」
を持ち、活動しています。
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支援センター
職員が区内で
活動するサー
クルの活動場
所におジャマ
します！

取材日には新吉田小学校にて、小学１～3 年生の親子を対象にした自転車マナー教室を開催していまし

た。テーマは「自転車走行の新ルールを学ぼう」。神奈川県警察交通安全教育隊を講師に招き、ヤマト運

輸や PTA、地域の見守り隊の方々、区役所地域振興課と協働で行われました。 

校庭にて死角や巻き込み・危険ゾーンの学習をしたあと、児童には体育館でお話やビデオ上映があり、

保護者には校庭に準備された自転車コースを走行してルールを学ぶ実技がありました。 

Tomodachi Club のメンバーは、校庭と体育館とに分かれて、進行や誘導を行いま 

した。この企画を始めたのは昨年からで、今回で 3 回目だそうです。「地域の安全・ 

安心のために活動したい」というメンバーの皆さんの思いの詰まった活動でした。 

自転車のコース走行を誘導 

メンバー手作りの横断歩道 約 50 人の親子が参加 

体育館でのビデオ上映のお手伝い



「まつり屋 まめばやし」=訪問日=平成 27 年 12 月 12 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「まつり屋 まめばやし」は、大綱小学校 

の教諭であった植林先生が、日本各地の伝承

太鼓を子どもと保護者に教えはじめたことに

始まりました。会のネーミングは、植林先生

の「林」と「お囃子」の「はやし」を掛け合

わせたものだそうです。10 年前から保護者が

その活動を受け継ぎ、大豆戸地域ケアプラザ

を拠点にして活動を続けてきました。地域の

学童保育の子ども達も参加して、のびのびと

練習しています。関心のある方なら大人のみ

でも参加できます。和太鼓の響きを体感して

みませんか。 

◆区内のサークル・団体に関する問合せ 

港北区区民活動支援センター 

〒222-0032  

港北区大豆戸町 26-1 

TEL&FAX 540-2246 

まつり屋 まめばやし 
活動日時：毎月 第 2 土曜 10:00～12:00 

場 所：大豆戸地域ケアプラザ         

現在の会員数：主に小学生と保護者 約 20 名 

       ※大人のみでの参加も可 

会 費：800 円/年  入会金：なし 

問合せ：港北区区民活動支援センター 
TEL&FAX 540-2246 

まずは、準備体操。太鼓を 

打つ為に足腰を鍛えよう！ 
バチさばきは、タイヤで練習 

しているよ！ 

練習は消音の為に太鼓にカバーをかけているよ！ 

ドン ツク ドドッコで打ち

方をあらわしているよ！ 

 

この日の前半は、三宅島に伝わる三宅
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を、後半は盆踊りの曲を練習していまし

た。太鼓を叩くポイントは、腰を落とすことだそうです。「三宅島ってどこにあるの？」という小学

生の質問をきっかけに、三宅島では祭の日は終日太鼓が叩かれるという話がありました。島の生活に

は太鼓が欠かせないものであり、今日に伝承されてきたそうです。他にも、今までに石川県七尾市の

七尾
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や八丈島の八丈太鼓、三浦市のぶちあわせ太鼓なども演奏してきました。 

発表の場は、大豆戸地域ケアプラザの＜わくわくまつり＞や、＜大豆戸菊名打ち水大

作戦＞だそうです。打ち水に因んで、別名雨乞い太鼓とも呼ばれる七尾豊年太鼓を披露

しました。これを見て参加した小学生は、「太鼓は体全体でリズムを表現し、自分自身

がリズムを創ることができるところに魅力を感じた」そうです。練習日は、いつでも見

学 OK です。無心にリズムを刻んでみませんか？ 演奏用の 

大太鼓 


